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研究成果の概要（和文）：本研究は、戦後史の記述や継承において体験者の語りやオーラル資料が、有効な資源やデー
タとして活用されているのか、その現状を把握するとともに、その活用にあたってどのような特質があるのか、を検討
することにあった。そのため戦後史のなかで複数の大きな出来事をとりあげ、それぞれのオーラル資料の収集、記録、
保存の実践について施設、団体、個人を調査し、オーラルヒストリーの意義を、歴史的事実の証言というより、むしろ
地域のまちづくりや現在や未来へつながる死活や人びとの生き方につながるものとして活用されていることを確認した
。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to investigate whether the narratives of 
experienced persons and materials of oral history have been used as the effective resource and data for 
the description and inheritance of postwar Japanese history as well as understand the current situation 
of making use of these narratives and materials. Therefore, selecting several historical events among the 
postwar history, I have researched on the way of collecting, transcribing and archiving materials of oral 
history about each event. Each event is associated with industrial pollution, natural disaster or riots 
in postwar period. Research findings are that materials of oral history have been used for the resources 
of the town planning and lead to our current and future life and the way of life rather than the 
testimony of historical facts.

研究分野：社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
(1)1970 年代以降、国内外に個人的な経験や
記憶に照準した質的な社会調査法が注目さ
れ、なかでもライフヒストリー、ライフスト
ーリー、オーラルヒストリー、ナラティブ研
究などと呼ばれる個人のオーラリティを重
視する研究法が、現在に至るまで盛んに行わ
れるようになってきた。もともと客観性を重
んじる社会科学においては、記録は文書資料
中心、社会調査は数量的に計測できる統計調
査に重きが置かれてきたが、「言語論的転回」
と言われるポストモダンの認識論の登場に
よって、こうしたオーラル資料への新たなア
プローチに注目が集まることになった。この
動向の背景には、これまでの客観性、一般化
を重視する科学論に対する懐疑がある。そこ
には主観的意味や意味の多様性の重視や社
会調査における調査する側の権力、権威への
問い直しがある。 
 
(2)またオーラル資料の利用にあたっては、
次のような論点や問題点がある。①語られた
ライフストーリー（語り、ナラティブ）は、
過去の事実の証言なのか、それとも語った現
在における構築的な表象なのか。②また、そ
れは語り手から引き出されたものなのか、そ
れとも聞き手である調査者との相互行為に
よって産出されたものなのか。③オーラル資
料の利用とアーカイヴ化の問題。以上の論点
は、文書資料やメディア資料などと比べて、
歴史事象を分析、解釈するにあたってまだ十
分に検討されていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、戦後史の記述や継承にお
いて、体験者の経験的語りないしオーラル資
料が、はたして有効な資源やデータとして活
用されているのかどうか、その実態の把握と
その利用にはどのような特質が見られるか
を方法論的に検討することでオーラルヒス
トリーのもつ新たな意義を探ることである。
わが国においては「聞き書き」という市民調
査から歴史学や歴史社会学の調査、さらに近
年、いくつもの戦後史の社会問題に関する資
料館や博物館などが開設されているが、こう
した施設ではオーラル資料はどのように活
用されて後世へ伝えられ、記憶、保存されて
いるのか、歴史的記述と歴史的出来事に関す
る当事者の経験の継承におけるオーラル資
料の意義を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的から、以下の二つの課題が浮
かび上がる。 
 
(1)オーラルによる語り継ぎの方法論 
まず、オーラル資料である語りがどのよう
に生み出され、伝えられているのかについて
体験者の語りを分析する方法論の課題があ
る。これに関しては、まず本研究を開始する

までにすでに収集してあった沖縄戦につい
ての体験者／非体験者の語りを分析するこ
とによって、歴史的出来事や自己の体験をい
かに非体験者に伝えているのか、に関してそ
の語りの構造をある程度明らかにすること
ができる。これは戦後史の出来事や体験の語
りを分析、解釈する際の一定の仮説を提供す
ることでもある。そこで、子ども時代に沖縄
戦を経験し、「語り部」として本土の中・高
校生に語ってきた体験者の語りと聞き手で
ある中･高校生の反応を分析した。また、沖
縄戦が戦後生まれの多くの平和ガイドによ
って語られてきたことに注目し、非体験者が
語る際の特質についても分析した。 

 
(2)戦後史の記憶と継承 
つぎに戦後日本のいくつかの社会問題、歴
史的出来事に関連してなされた体験者／非
体験者の語りの実践を探索調査し、その収
集・記録・分析・保存のあり方を検討した。
本研究では日本の戦後史における社会問題
を、公害、災害、そして１回生の事件にしぼ
り、そのオーラル資料を含む資料の収集と問
題経験の語り継ぎの実践主体である施設、団
体、個人とオーラル資料を中心とする質的資
料の利用とアーカイヴ化の現状を把握する
ことにした。対象を限定した上で、公表され
た報告者、作品、書籍、展示物などで、どの
ようにオーラル資料が利用されているか、該
当する施設、団体の関係者や語り継ぐ実践者
にインタビュー調査し、他の文書資料と照ら
し合わせながらオーラル資料の意義を検討
した。 
 ①「語り部」地図の作成：2012 年度では、
これまでの情報を元に、戦後史の出来事の資
料収集、展示、アーカイヴ作業をしているい
くつかの団体と資料館を周り、聞き取り調査
を行った。また 2013 年には、東京新聞の編
集者の企画に協力し、全国で体験者の語り部
活動が行われている施設、団体を調べ、全国
の「語り部」地図を紹介し、「個人の経験を
いかに語り継ぐか」を執筆した（『東京新聞』
2013 年 8 月 18 日）。こうした調査を通じて、
公害や災害および歴史的事件の二つのテー
マを焦点に、以下のような施設や団体、個人
を訪ねてインタビューや資料収集の調査を
おこなった。 
 ②公害：「水俣市立水俣資料館」や「水俣
病センター相思社」を訪ね、資料のアーカイ
ヴ化の現状や来館者への説明、語り部活動の
実態などを調査した。併せて、当事者として
語り部をしながら次世代への継承を目的に
新たに「水俣病を語り継ぐ会」を立ち上げた
吉永夫妻にインタビューをして、現状の問題
と今後の展望を伺った。 
 イタイイタイ病については「富山県立イタ
イイタイ病資料館」を訪ね、資料館の資料と
語り部活動について調査し、併せて当時の館
長および職員にインタビューをおこなった。
また被害当事者でもある「イタイイタイ病対



策協議会」の会長のライフストーリー・イン
タビューを行った。 
 四大公害病のうちの他の新潟水俣病につ
いては「新潟県立環境と人間のふれあい館」、
四日市ぜんそくについては 2015 年 3 月に開
館した「四日市公害と環境未来館」を訪ねて
職員へのインタビューを実施した。 
 ③災害：研究協力者の岸衞は、長野県の伊
那谷で 1961 年 6 月に起きた山津波が、谷間
の村々を襲い多くの命を奪った災害に注目
して調査を始めた。「伊那谷三六災害」とい
われ、その記憶を伊那谷の人たちは「忘れな
い・忘れられない記憶」として後世に伝えよ
うとしている。「声」や「文字」として残さ
れている資料には、当時の有線放送の「概要
メモ」、災害から 3 年後に刊行された当時の
状況や復興の様子が記された「中川村の災害
誌」（1964）がある。三六災害の「回顧」「経
験」「教訓」「記憶」が「中川村有線放送自主
番組」で語られるのは、やっと 20 年後のこ
とである。その後も各地域の公民館発行の
「館報」、郷土史『伊那路』などに関連記事
が載せられるが、三六災害の記憶を掘り起こ
す作業があらためて行われたのは東日本大
震災の後であった。「三六災害を忘れない」
ために、演劇「演劇的記録三六災害五十年」、
歌舞伎「三六災害半世紀」「三六災害を語り
継ぐ会」などが活動しており取材を行った。
さらに当時、濁流に呑み込まれ一家 7人のう
ち、父と娘が助かった親子にライフストーリ
ー・インタビューを行い、「災害の何を語り
継いでいくのか」について語りを通して考察
した。 
 ④事件（1回生の出来事）：主に、戦後史の
中で起きた三つの事件を、その地域の市民、
住民の活動という観点からとりあげた。まず、
浦安市郷土博物館では、1958 年に起きた「黒
い水事件（本州製紙江戸川工場事件）」から
50 年目の 2008 年に、「浦安・聞き書き隊」を
組織し「黒い水事件」を中心に聞き取り調査
を行った。その中心的役割をはたした学芸員
にその趣旨をインタビューし、地元市民が自
ら聞き取り調査を進めるという調査方法の
特質とともに、人びとが何を伝え記録しよう
としているのかを探った。次に、沖縄で復帰
直前に起きたいわゆる「コザ暴動」について
近年、語り継ぐ活動が盛んになっている沖縄
市市民の活動に注目した。具体的な活動の実
態を探り、活動の中身とともにコザ暴動がい
まどのように語られているのかを調べた。三
つ目としては、現在も問題が解決したとは言
えない「三里塚闘争（成田闘争）」である。
1995 年の政府による謝罪、建設側と反対側住
民との公開討論などを経て和解への動きが
急速に進んだ。その中心的な役割を担ったの
が「地域共生委員会」内の「歴史伝承部会」
（1997 年発足）、後の「歴史伝承委員会」（2004
年発足、2009 年からＮＡＡ歴史伝承委員会）
である。この委員会には、反対同盟のメンバ
ーも加わり、1966 年の空港建設決定以降の歴

史的経緯とさまざまな立場の人の苦悩と思
いを大事に記録し、後世へ伝えていく活動を
開始した。その一つの成果は、2011 年の「空
と大地の歴史館」の開館だった。ここには、
この三里塚の地域、長い闘争時の物品や資料、
映像記録などが保存、展示されている。歴史
伝承委員会は、住民の声なども収集、記録し
てきた。その歴史伝承委員会に長く関わって
きた人や関係者に話を聞き、委員会の歴史的
経緯と趣旨とともに何を伝えるかを中心に
まとめた。  
 
４．研究成果 
(1)オーラルによる語り継ぎの方法論 
歴史的出来事の経験を語り継ぐ試みが盛
んになされている。この背景には、ふつうの
人びとの声が歴史の証言として重要視され
るようになったこと、歴史的出来事の体験者
の高齢化と少数化、語り継ぐ活動が非体験者
によって担われる状況が増えてきたことが
ある。そこで、非体験者は語り継ぐ主体とな
り得るのか、なり得るとすれば、どのような
構図が成立するのかを語りの方法論から考
察した。社会に流通している語りには、大き
く三つの様式がある。それらは、パーソナル･
モード、集合的モード、制度的モードがある。
歴史的出来事についての非体験者の語り継
ぎにおいても、語り継ぎ活動の動機にはこれ
らのモード（様式）に対応する三通りのディ
メンションの語り方が存在していることが
あきらかになった。しかも、語り継ぐ物語を
構成するにあたっては、過去の出来事を過去
の記憶に止めるのではなく、聞き手の「い
ま・ここ」に関連づける語り方の操作がなさ
れている。非体験者が他者である体験者の歴
史的出来事の経験を「体験」化する重要な契
機となるのは、その語り継ぎが行われる「い
ま・ここ」の場である。沖縄における沖縄戦
の語り継ぎの場は、家族や親族が大きな役割
を果たしていることが明確になった。では、
その出来事が起きた現地で継承する役割を
公言している施設や機関はどのような役割
を果たしているのだろうか。こうした観点で、
次に戦後史のいくつかの出来事の資料や記
録、継承活動を行っている各施設や機関、さ
らに個人をとりあげて、その具体的な実践か
らどのような活動が行われ、なかでもオーラ
ル資料がどのように記録、保存されているの
かというアーカイヴ化の現状を把握してお
くことにしたい。 
 
(2)体験が語り継がれている施設・団体 
 全国には、歴史的出来事の資料や記憶を展
示、保存している施設・団体が数多くある。
しかしながら、当事者のオーラルな語りを重
要な記録資料と見なして記録、保存している
施設・団体はかならずしも多くない。しかも
その場合でも、文字通りのオーラル資料の記
録、保存というよりも、むしろ体験者（非体
験者である場合も少なくない）が歴史的出来



事をオーラルで伝える、いわゆる「語り部」
活動の実践のほうが主流である。語り部活動
という観点から見ると、資料館などの施設･
団体だけでなく、個人で活動する語り部も多
い。たとえば東日本大震災後では各地で被災
地住民が自主的に語り部を実践している場
合が多い。ここでは、全国で語り部活動が行
われている施設・団体のなかで、とくに戦後
史の出来事に関わる（戦争に関わるものは数
が多く、ここでは除く）主な施設・団体を①
公害、②災害、③差別・その他、の三つに分
けて北から挙げておく。なお、語り部には若
干の謝礼があるが、時間の都合をつけて活動
する場合が通常で、語り部の高齢化や体調の
によって負担が大きいため、事前の申し込み
が必要で、しかも団体を対象にする場合が多
い。 
①新潟県立環境と人間のふれあい館（新潟水
俣病資料館）、富山県立イタイイタイ病資料
館、市立四日市公害と環境未来館、水俣市立
水俣病資料館：いずれも病状や差別の実態な
どを、被害患者もしくは亡くなった患者に代
わって家族などが事前申し込みがあった団
体来館者に語る形態である。 
②奥尻島津波語り部隊、阪神・淡路大震災記
念、人と防災未来センター、雲仙岳災害記念
館：特定の施設・団体をあげていないが、東
日本大震災については多数の団体が語り部
活動を実践しており、震災遺構などの現地を
訪れるフィールドワークをともなう例が多
い。 
③(公財)アイヌ文化振興・研究推進機構、都
立第五福竜丸展示館、国立ハンセン病資料館、
水平社博物館：第五福竜丸展示館では、ただ
一人の語り部大石又七氏（82 歳）を補助して
学芸員の市田真理氏も語り部の役割を担っ
ている。彼女によると、大石氏が高齢のため、
現在では市田氏が当時の「体験した事実」を
話し、大石氏が「思い」を話すような役割分
担がなされているという。 
語り部活動を実践している以上のような
施設・団体のなかから戦後史を代表する出来
事に関するいくつかの資料館と、私たちの独
自の情報をもとに歴史的出来事を体験者自
身がオーラル資料の収集に乗り出している
事例を取り上げ、語り部ないし語り継ぎ活動
やオーラル資料の活用の実態を調査した。順
に、①公害（水俣病資料館、イタイイタイ病
資料館と語り継ぐ活動）、②災害（被災住民
による三六災害の継承活動）、③事件（地元
住民による「浦安・聞き書き隊」の活動とコ
ザ暴動を語り継ぐ活動、さらに三里塚闘争の
語り継ぎ活動）の三つに分けて調査結果を記
す。 
 
(3)公害 
①水俣病は、認定 60周年を 2016 年に迎える。
その展示や記録の保存で中心的役割をはた
してきたのは水俣市立水俣病資料館である。
しかしながら水俣市は原因企業チッソの企

業城下町であるために長い間被害患者が差
別や偏見にさらされてきた経緯があり、現在
も水俣病認定をめぐる係争が続いているこ
となどで、資料収集においても当初からさま
ざまな問題を抱えてきた。したがって、現在
の資料は新聞記事と報道写真家桑原史成の
写真を中心に展示され、登録されている 10
数名の語り部が事前申し込みの団体（とくに
「肥後っこ教室」向けが多い）に向けた講話
が行われているが、被害患者をはじめ行政や
企業などの声が記録、伝えられる総合的な資
料展示になっているかとなるときわめて不
十分といわざるを得ない。水俣病教育に市が
取り組みだしたのは資料館が開館(1993 年)
して、しばらく後 1998 年頃からである。開
設 20 年余を経て、資料保存とわかりやすい
展示という趣旨で2016年に改装がなされた。
患者の手記などの個人的記録やオーラル資
料収集、保存には、これまで積極的に取り組
んできたのは、むしろ（財）水俣病センター
相思社だが、現在は協力しながら資料保存を
検討している。しかし、職員数も少なく学芸
員もおらず、かつ数年の人事異動で交代する
現在の体制は、継続して資料収集、保存のた
めにも今後の改善が求められている。 
②富山県立イタイイタイ病資料館は開設が
2012 年と比較的歴史が浅いが、それを取り巻
く状況は、水俣病資料館とは対照的である。
原因企業の三井金属が被害患者の補償、神通
川流域の農地の土壌の入れ替えの推進、資料
館の運営費などを補助し、積極的に補償と公
害防止に向けた取り組みをしていることで
ある。その結果、2013 年 12 月に「神通川流
域カドミニウム被害団体連絡協議会」（被団
協）と三井金属の間で前面解決の合意書が調
印されている。長年の歴史を経て、被害患者
から三井金属の間で「信頼関係」を築けたと
の声が聞かれたことが、資料館の展示や解説
にも具体的な形で反映されている。資料館で
は展示物について職員が来館者に解説、語り
部活動も開設時から行われている。語り部は
7 名であるが、開館時から被害患者本人では
なく患者家族や親族が語り部活動を担って
いる。ただし、語り部も高齢化が進み、弁護
士なども新たな語り継ぐ担い手になってい
るが、今後の懸案事項になっている。 
③再び、水俣病に話を戻すと、水俣病資料館
の資料収集や保存が十分になされていない
状況に危機意識をもって、語り部の一人でも
ある吉永理巳子を代表とする「（社）水俣病
を語り継ぐ会」が 2012 年に新たに立ち上が
った。「水俣病に対する差別・偏見をなくし
たい」「次の世代に水俣と同じような経験を
二度とさせてはならない」という思いから、
患者家族や関係者の話を聞き、「どのように
語り継いでいけるのか」を考えようとしてい
る。そして失われつつある記憶や証言を掘り
起こし、資料収集、保存することなどに取り
組み始めている。この活動は、当事者による
オーラルヒストリーの実践そのものである



といえよう。 
  
(4)災害 
 2011 年は伊那谷三六災害の 50 周年にあた
った。折しもその年に東日本大震災が起きた。
繰り返される災害にどのように対応するか、
そのためにも災害の経験をどのように受け
継ぎ、後世に伝えるか、は重要な問いである。
三六災害の記憶を語り継ぐ活動は、さまざま
な人やメディアによって行われてきた。その
試みをまとめた。1961 年 6 月 28 日～29 日、
それまでの集中豪雨が「山津波」となって伊
那谷の村々を襲った。そのときのある地区の
有線放送の記録が残されている。その 10 ヶ
月後、NHK は「日本の素顔」で、「傷心の谷間
――伊那谷 その後」を放映する。被災した
人の現状、とくに移住せざるを得なかった人
たちの苦悩が描かれている貴重な記録であ
る。 
 50 周年を迎えて、さらに東日本大震災によ
って防災意識が再認識されて、伊那谷で多く
の三六災害からの 50 年を振りかえる取り組
みが実施された。主なものをあげる。 
①演劇：「演劇的記録三六災害五十年」（南信
州広域連合）。三六災害 50 周年を記念するシ
ンポジウムの前座として地元の演劇集団「演
劇宿」が、地元住民の協力のもとで演じた。
この DVD は、「防災学習」の一環として下伊
那の関係各機関に配布された。②歌舞伎：「三
六災害半世紀」（伊那市長谷）。長谷村中尾地
区には江戸時代から伝わる農村歌舞伎があ
り、「中尾歌舞伎」として親しまれている。
国土交通省天竜川河川事務所の職員が、「三
六災害 50 周年」を記念する脚本を執筆、中
尾歌舞伎保存会に持ち込んだことがきっか
けになった。八つの伝統歌舞伎の演目にこの
新作歌舞伎が加わり、4 年ごとに演じられる
ことになった。③映像記録：「あれから 50 年
……語り継ぐ三六災害」「三六災害から 50 年 
北川被災者に聴く」(大鹿村ケーブルテレビ)。
前者は、3 人の被災者のインタビューで構成
され、後者は土石流と鉄砲水で村の大半が埋
まった北川地区の人たちの座談会形式の証
言記録である。北川地区は、その後、集団移
住を余儀なくされる。中川村四徳地区ととも
に初めての集団移住となった。④天竜川上流
河川事務所の取り組み：映像記録としては
「三六災害から 50 年 よみがえった伊那谷
～そして今」（企画：（社）中部建設協会、制
作：信越放送）「忘るまじ災禍の記憶～三六
災害から半世紀」（信越放送）。ほかにシンポ
ジウム、パネル展示、防災訓練、座談会など
を 60 団体、100 回の事業を実施した。出版物：
『想いおこす三六災害』（（社）中部建設協会）。
ホームページ：「三六災害アーカイブズ」。⑤
災害記録文集：『濁流の子』。三六災害が起き
た当時高校生だった碓田栄一氏が伊那谷各
地の学校に働きかけ、大学生になったときに
寄せられた作文から選んだガリ版刷で制作
した文集である。その後、その文集の存在を

知った天竜川上流河川事務所の企画で、1991
年に『濁流の子』が復刻、さらに 1993 年に
は『続・濁流の子――伊那谷昭和 36 年災害
をのりこえて』が出版。小中高校生から受け
取った作文は 1000 通以上で、これらの文書
資料は天竜川総合学習館「かわらんべ」に保
管、データベース化されたものは信州大学図
書館に保管されている。 
 こうして、伊那谷三六災害の記憶は、地元
自治体や地元住民、個人によって、またさま
ざまなメディアを介して収集、保存されてい
る。 
 
(5)事件（1回生の出来事） 
 戦後史のなかで三つの事件について取り
上げた。これらはいずれも地域の市民、住民
の自主的な活動が中心になって、人びとの経
験を聞き取り、保存して語り継ごうとしてい
るものである。 
① 黒い水事件（本州製紙江戸川工場事件） 
1958 年 6月、本州製紙江戸川工場の排水が
浦安町などの江戸川下流の漁業に被害を与
え、江戸川工場と浦安漁民との間に激しい衝
突がおきた。これが「黒い水事件」で「水質
二法」の制定の契機にもなった。その後、江
戸川下流域の漁場は回復せずに漁民は転職、
1962 年には漁業権の一部を放棄、1971 年に
全面放棄して沿岸部の埋め立てが進められ
た。この事件は、浦安のまちと生活が大きく
変貌していくきっかけとなったのである。50
年目にあたる 2008 年に、浦安郷土博物館主
任学芸員の林奈都子氏は、当時を知る人びと
の記憶を掘り起こし、文字記録に残そうとし
て、ボランティアの「浦安・聞き書き隊」を
市民から募集し、発足させた。一人ひとりの
人生にこの事件がどう位置づけられている
か、を探るだけでなく、その後の生活が大転
換した浦安の人たちの人生を記録すること
をねらいにした市民の手による「聞き書き」
の実践である。二つの報告書が刊行されてい
る。「浦安・聞き書き隊」編纂『ハマん記憶
を明日へ 聞き書き報告書１〈漁業者・水産
関係者編〉～「黒い水事件」から 50 年』『ハ
マん記憶を明日へⅡ 聞き書き報告書２〈女
性・子ども・水産関係以外の職業者編〉～「黒
い水事件」から 50 年』。注目すべきは、「黒
い水事件」という地域史のなかの事件をもと
に住民の生活の変化を聞くオーラルヒスト
リーは、単に記憶を保存するだけではなく、
これからの「まちづくり」にもつなげる重要
な資料を提供できていることである。 
② コザ暴動 
 1970 年 12 月 20 日未明に、コザ市（現在の
沖縄市）で、米軍人運転の車両が道路を横断
しようとした住民をはねた交通事故をきっ
かけに起きた暴動事件である。暴徒が米軍と
直接対峙し、米軍人車両の放火、投石などを
約 6時間にわたって続けた。25 年にもおよぶ
米軍支配、抑圧と差別に対する鬱憤、怨念が
その誘因であったことはよく指摘されると



ころである。コザ暴動から 40 年になるにあ
たって、市史編集室の職員とマスコミ関係者、
地元住民の有志の飲み会での談話からの発
案で、勉強会「コザ暴動を記録する会」がは
じまった。毎月 20 日に定例会を行い、当時
の経験をすでに 60 名以上の関係者から聞い
た。この会は、その後、「戦後史を記録する
会」と名称を変え、コザ暴動から復帰、その
後の沖縄市の変遷を含めて談話会が続いて
いる。市史編集室は、コザ暴動をはじめ戦後
史に関する資料、書籍を出版してきた。職員
の伊敷勝美氏によると「その情報を出すこと
によって市民の皆さんが、わが沖縄市の歴史
に興味をもつ、もしくは誇りをもつ」、そし
て「いかにして街を活性化し、人を呼び込む
か」という狙いから、展示室ヒストリートで
企画展を年、6，7回開いて、情報を精力的に
発信している。住民の一人として、精力的に
会の活動に参加している古堅宗光氏も、こう
した戦後史の語りの記録は、コザ市（沖縄市）
のアイデンティティを探り、街づくりに寄与
するものであるという。 
③ 三里塚闘争 
政府および空港建設側と反対派住民との
和解の中心的な役割を担ったのが、成田空港
地域共生委員会・歴史伝承部会（のちに、歴
史伝承委員会、ＮＡＡ歴史伝承委員会へ改組）
である。この部会は、成田空港問題の発生か
ら現在までの全過程を伝えるために、この地
域の風土や歴史を含め、さらに戦後開拓や
村々の慣習などの資料も収集、反対住民など
関係者への聞き取りなども行った。その成果
は後の委員会にも受け継がれ、「空と大地の
歴史館」（2011 年）に収められている。空港
阻止に向けて命をかけて闘った農民の声、建
設側の現場の苦渋や苦闘の日々、地元自治体
の首長らの悶々とした悩み、そして黙ってじ
っと耐えていた多くの住民の心に、歴史伝承
部会、歴史伝承委員会が収集、整理した歴史
資料のなかで接することができる。最初の歴
史伝承部会の立ち上げの中心人物だった福
田克彦は、その著書で「土地ではない土」に
こだわる農民の叫びを長期のスパンで捉え
ていかなければならないと述べる。歴史的出
来事の経験を語るオーラルヒストリーは、た
んに「歴史を学ぶ」というより、文字通り、
これからの生き方を「歴史に学ぶ」ことなの
である。 
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